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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 * 0 0 2 9 0 0 5 4 4 8 0 1 1 0
6 0 4 11 0 3 4 6 1 0 2 2 3 1 1 0
10 0 1 1 1 3 0 0 3 1 3 4 1 0 0 0
13 * 0 3 6 14 3 4 0 5 4 9 3 4 0 0
17 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
29 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
30 * 1 2 1 4 1 4 1 0 2 2 1 0 0 0
35 * 0 2 4 9 4 4 2 1 3 4 1 8 0 0
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9 * 1 2 0 0 0 0 2 0 0 0 2 3 0 0
13 0 0 2 1 6 0 0 2 0 5 5 0 1 0 0
18 * 2 2 1 2 2 3 2 0 1 1 2 0 0 0
19 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
30 0 0 4 7 9 2 4 2 0 3 3 0 1 2 1
31 * 0 0 7 9 1 2 3 4 6 10 1 1 1 0
33 * 0 0 7 10 1 4 2 3 4 7 6 0 0 0
35 * 0 4 1 6 2 2 3 1 9 10 3 5 0 0
45 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0
81 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0
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戦評
【総括】
関西学生バスケットボール新人戦最終日第一試合の準決勝は、今大会優勝候補として注目を集めている大阪学
院大学対ノーシードから強豪たちを沈め、勝ち上がってきた同志社大学との好カードゲームとなった。試合は序盤か
ら両チームともに譲らず、シーソーゲームが続く中、最終ピリオドで#35村井を起点とし、流れをものにした同志社に
軍配が上がった。
【第1ピリオド】
試合開始直後初めにゴールネットを揺らしたのは大院大#31福田。そこから学院大が連続得点をあげ、試合の流
れを掴んだと思われたが、同志社の徹底したマンツーマンディフェンスが学院大のミスを誘いファーストブレイクで追
いついていく。同志社#6柳原の3Pシュートが決まり試合を振り出しに戻す。第一ピリオド3分を切ったころから大院大
がオールコートゾーンプレスでトラップをしかける。そのまま両者一歩も譲らず19-18で大院大が一点リードのまま第
一ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
　大院大#18吉岡のシュート#35吉川の3Pシュートを決め点差をあけようとするものの、同志社#10右田の3Pシュートな
どの外のシュートを中心に確実に決めていき点差があくのを許さない。対する大院大は、第一ピリオド同様、ピリオド
終わりにオールコートゾーンプレスを仕掛けていく。しかしながらそのディフェンスをかいくぐり、同志社#6柳原の3P
シュートが決まり、36-36の同点で前半を折り返した。
【第3ピリオド】
両チーム一進一退の攻防が続く中、同志社#30岩坪のシュート、3Pシュートの連続得点でペースをものにする。一
方学院大学は、#31福田のパワープレイや#18吉岡の3Pシュートなどで応戦。第三ピリオドも終わりを迎えたころ、同
志社#6柳原の3Pシュート、#41野見のランニングプレーなどでたてつづけに得点をしていき、60-55で同志社がリード
で最終ピリオドに突入する。
【第4ピリオド】
開始から点差を詰めたい大院大は果敢に攻めていくものの、同志社の徹底されたチームディフェンスにミスが連発
していく。対する同志社は#35村井の鋭いペネトレイトからのシュートや#41野見のしっかりとした合わせのプレーで一
気に点差を開ける。その流れを変えるため、残り3分で大院大が後半二回目のタイムアウトを取る。しかしその後も同
志社の攻めは留まらず#35村井、#13下田が得点していき78-65で試合を決め、決勝への切符を掴みとった。
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